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 ２１世紀を迎えたいま、核兵器をなくそうという声が世界を動かしています。昨年５月に

は、核保有国を含め世界１８７の国々が「核兵器廃絶を達成する」ことに合意し、秋の国連

総会でも確認されました。 
 ところが、アメリカ大統領は今年５月、ミサイル防衛構想の推進を明言しました。他国の

ミサイルをアメリカのミサイルで打ち落とす計画です。すでに実験を進めています。また、

唯一の被爆国である日本の政府もアメリカの理論を受け入れ、世界の流れに逆行する態度を

とっています。このアメリカの態度には、欧州諸国やロシア、中国から猛烈な反対の声があ

がっています。 
 
 ８月３日から９日、広島・長崎で原水爆禁止２００１年世界大会が開催されました。広島・

長崎の被爆者、世界各地での核兵器実験・開発による被爆者、反核・平和のため、ともに努

力してきた世界と日本の人々、さらに非核国のグループである「新アジェンダ」諸国や非同

盟諸国の政府代表、非核宣言自治体の代表などが広くつどい、対話・協力・連帯を深める場

となったでしょう。 
 ５６年前の１９４５年８月６日広島、９日長崎に人類最初の原子爆弾が投下されました。

爆心から１キロ以内の８～９割の人々は死亡し、逃げのびた人や救助にかけつけた人も急性

放射線障害で次々倒れ、その年の末までに広島でおよそ１４万人、長崎では７万人が生命を

奪われました。被爆者は、半世紀以上たった現在でも原爆症による死の恐怖とたたかってい

ます。 
 またアメリカなど核保有国は、この半世紀の間に２０００回をこえる核実験を繰り返しお

こなってきました。核実験場にされた国の人々をはじめ、アメリカや旧ソ連のように核保有

国自身の国民もウラン採鉱、核兵器開発、核実験などによる被害を受けました。これら世界

の被爆者は、数百万人ともいわれています。 
 核兵器のない平和な世界が一日も早く実現されることを願い、核兵器廃絶を求める声 
を高めていきたいものです。 
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